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凡例




これは「隨筆」第一卷第六・七號（昭和二十一年十一月一日　矢代書店刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

脱字と思われる箇所は〔　〕内に補いました。








日淸戰爭前

川田順







　少しく前のこと、燒け殘つた宮内省に出頭して、參事官の高尾亮一君に逢つた時、

「面白いものをお目にかけませう。あなたのお父さんの辭表を發見しました。」

「それは見せ戴き度い。むろん自筆でせうな。」

「もちろん。ところが至極むづ〔か〕しい漢文で、省内の人々が集つても讀めないのです。けれども、あなたには讀めるでせう。」

　永久保存と表紙に書かれた一册の文書を卓上に置いて、高尾君は僕の先考の辭表のところを披いた。明治廿六年六月十九日諸陵頭川田剛、宮内大臣子爵土方久元殿とした普通の候文で、格別變つたところも見えない。

「よくわかるではありませんか。二府七縣の陵墓を巡廻し、營繕などの經畫も立てたゆゑ、この際病軀保養のためお暇を戴き度いと書いてあります。」

「むづかしいのは、それではありませんよ。附屬書類の方を見て下さい。」

　なるほど、もう一通ある。壬申八月(明治五年)權大外史正六位臣川田剛と署名し、美濃紙二枚に楷書でしたためた漢文の辭表、畏くも明治天皇に直奏したものである。按ずるに、この時は勅許なくして、二十年の後、やつと退官が叶つたといふ次第であらう。

「これは難解です。不肖の子、徹頭徹尾讀めません。」

　讀めなくつても、僕にはたいへん面白かつた。漢文で辭表を書いて元首に上るといふ、恰も唐宋の文人の昔どほりを實行出來た、明治時代のゆたかさが羨ましい。

　僕にとつて、辭表同樣に面白かつたことは、更に今一つの附屬文書「川田剛に年金を與ふる件」によつて、退官當時の先考の收入がわかつたことである。勅任二等年俸三千圓であつた。さて、その三千圓（明治二十年代に於ける）の價値は今日にしたらどの位のものかといふことを知り度くなつた。




　一昨年の夏、僕は先考の遺蹟を探るべく備中に赴いたが、その時、岡山縣の大官山口泉君に大いに世話になつた。同君の母堂は僕とおなじく東京の根岸育ちで、この婦人が丁度明治廿六年一月から克明にしるした出納帳を山口君は大切に保存してゐた。あまり面白いので、僕は拜借して寫しておいたのであつた。それによると、當年の物價は次の如し。（たくさんの中から少々拔書する）


一圓六十錢　　　家　賃　　　　　　二　　錢　　　　鮭

一　　錢　　　　こツぱ　　　　　　一　　錢　　　　湯　錢

三　　錢　　　　野　菜　　　　　　一　　錢　　　　豆

六　十　錢　　　反　物　　　　　　十　　銭　　　　茶、金平糖

四　　錢　　　　豚　肉　　　　　　四錢五厘　　　　茶　碗

八　　錢　　　　砂　糖　　　　　　五　　錢　　　　石油　五合

一錢六厘　　　　きな粉　　　　　　四　　錢　　　　あづき

三　　錢　　　　俥　代　　　　　　三　　錢　　　　天ぷら

七錢四厘　　　　花かんざし　　　　一　　錢　　　　豆　腐

三　　錢　　　　煙　草　　　　　　六　　錢　　　　綿

廿　九　錢　　　シヤツ　　　　　　一　　錢　　　　おしろい

二　　錢　　　　うどん粉　　　　　七　　厘　　　　大　根

一　　錢　　　　水　油　　　　　　一　　錢　　　　シヤボン

五　　錢　　　　牛　肉　　　　　　一　　錢　　　　むきみ

六錢五厘　　　　鰹　節　　　　　　廿　一　錢　　　下　駄

七錢五厘　　　　糸　　　　　　　　四　　錢　　　　魚

一錢五厘　　　　顏そり　　　　　　一錢八厘　　　　椎　茸

二　　錢　　　　里いも　　　　　　二錢七厘　　　　マツチ

一錢五厘　　　　油あげ　　　　　　六錢五厘　　　　半　襟

六錢五厘　　　　毛　糸　　　　　　三　　厘　　　　なま麩

二　十　錢　　　產婆祝儀　　　　　三　　錢　　　　するめ

二　　錢　　　　ジヤガイモ　　　　五錢五厘　　　　財　布

五　　錢　　　　鷄　肉　　　　　　一　　錢　　　　さんま

一　　錢　　　　洗濯シヤボン　　　五錢八厘　　　　櫛

一錢五厘　　　　草　履　　　　　　七錢五厘　　　　ハンケチ

五　　厘　　　　釘　　　　　　　　六　　錢　　　　麥　一升

三錢九厘　　　　玉子　三ツ　　　　五　　錢　　　　さしみ

四　　錢　　　　食パン　　　　　　二　　錢　　　　どぜう

二錢五厘　　　　手　桶　　　　　　二錢五厘　　　　髮ゆひ






　ざつと右のやうで、今日の僕らには幾世記も昔の事の如く感じられる。尤も、牛肉五錢、豚肉四錢といつたところで、數量が不明ではないかと反問する屁理窟屋がゐるかも知れぬ。けれども、豚や牛を一匁づつ買ふ奴があるか。假りに一匁にしたところで四錢や五錢では安い。今日百匁の牛豚肉が何十圓すると思ふ。それから、三錢で煙草が喫へるなら、一錢で風呂に這入れるなら、八錢で砂糖が舐められるなら、二十錢の祝儀で產婆が喜ぶなら、魔法を使ふつもりでやつて見たまへ。




　日淸戰爭の直前、僕が小學生の頃、同じく根岸に堀なにがしといふ親友がゐて、毎日往來した。

「お母さん、堀君の家は立派で、池に橋が架かり、鯉や錦魚がたくさんゐるよ。さうして、お父さんは自用俥に乘つてゐるよ。」

「さうでせうとも。堀さんのお父さんは日本銀行で三十圓の月給取ですもの。」

　別莊ずまひで、月々十五圓ばかり貰つてゐたらしい僕の母は、羨ましさうに述懷したのであつた。

　かやうな時代に、年俸三千圓、月給にして二百五十圓の收入があつた先考は、なるほど、牛込に邸宅を構へ、下谷に別莊を持ち、自家用の馬車を乘り廻し、天下の文人墨客をしば〳〵招いて、納まつてゐられたわけだ。その後永らくの間、官吏の俸給は釘付となつてしまつたので、物價騰貴の逆境は堪へられなくなつた。僕が明治四十年大學を出て初めて住友で頂戴した月俸は四十圓であつた。その頃、同窓で官界に入つた者は、會社小僧の僕に比べて少くとも三倍の收入はあつたらしい。當年の官吏生活は、峠を下りかけたといつても、なほ會社員生活よりも高い水準にゐた。僕の先考は、物質的にも最も惠まれた時代の宮内文官となり、一旦辭職のあとで再び仕官し、明治廿九年二月に此の世を去つた。
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